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CA Technologies 製品リファレンス 

このマニュアルが参照している CA Technologies の製品は以下のとおりで

す。 

■ CA Performance Management Data Aggregator （Data Aggregator） 

■ CA Performance Management Data Collector （Data Collector） 

■ CA Performance Center 

■ CA Spectrum 
 

CAへの連絡先 

テクニカル サポートの詳細については、弊社テクニカル サポートの Web 

サイト（http://www.ca.com/jp/support/）をご覧ください。 
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第 1 章： 概要 
 

作業が開始できるようにするため、このガイドでは、Data Aggregator の概

念、Data Aggregator の初期設定の動作、独自ニーズに適合するための修正

方法を簡略に説明します、 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Data Aggregator について (P. 7) 

データの収集方法 (P. 8) 

ファクトリ機能とカスタマイズされた機能 (P. 10) 

マルチテナントの管理 (P. 22) 

Data Aggregator を最適化するリソース (P. 25) 
 

Data Aggregator について 

技術が進歩するにつれて、エンタープライズ ネットワーク環境の監視に

使われるツールおよびプロセスのほとんどが急速に時代遅れになります。 

また、サービス プロバイダにとって、この問題は、サポート対象のテナ

ントの数だけ深刻になります。 操作性、ましてやインフラストラクチャ

のパフォーマンスの最適化をどのように保証したらいいでしょうか。  
 

Data Aggregator は CA Performance Center との統合を行い、進化するエン

タープライズ ネットワーク環境を監視するためのスケーラブルで拡張性

がある完全な解決策を提供します。 マルチテナントのサポートが組み込

まれているこれらの製品を使用すると、サービス プロバイダおよび大企

業の管理を簡略化することができます。 
 

Data Aggregator は「検出」プロセスを介してインフラストラクチャ デバイ

スのインベントリを作成することで機能します。 その後、デバイス グルー

プ（「コレクション」）で、どのメトリック データを収集するかを選択

できるようになります。 
 

CA Performance Center は Data Aggregator の設定とインフラストラクチャ 

データのレポートの両方を実行する Web ベースのユーザ インターフェー

スを提供します。 このデータを使用すると、傾向の追跡、パターンの識

別、または異常動作のトラブルシューティングを行うためのダッシュボー

ドおよびレポートを作成できます。 
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データの収集方法 

インフラストラクチャを理解し、管理するためには、Data Aggregator に

よってインベントリが作成される必要があります。 Data Aggregator は検出

プロセスを通じてインベントリを作成します。 Data Aggregator はインベン

トリを識別した後、各インベントリ デバイスに関する情報を収集し、表

示とレポートのために CA Performance Center へ渡します。 
 

以下の図に、Data Aggregator の基本的な展開シナリオを示します。 

 
 



データの収集方法 
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この図は、インフラストラクチャからデータを収集してレポートを作成す

るために、Data Aggregator コンポーネントがどのように動作するかを示し

ています。 

1. Data Collector はデータ収集を調整します。 Data Collector コンポーネン

トは、レポートおよびイベント解析に使われるデータをアクティブに

ポーリングします。 インフラストラクチャの規模に十分に対応できる

ように、インフラストラクチャ全体にわたって複数の Data Collector コ

ンポーネントを展開できます。 

2. Data Aggregator は、各 Data Collector からデータを収集し、Data 

Repository に格納します。 

3. CA Performance Center は、Web ベースのインターフェースで、Data 

Aggregator を設定して物理および仮想ネットワーク、アプリケーショ

ン、およびデバイスを管理します。 また CA Performance Center ダッ

シュボードおよびビューは、Data Aggregator （データ ソース）が収集

および処理を行ったパフォーマンス データを表示します。 
 

注： 展開戦略の詳細については、「Data Aggregator リリース ノート」を参

照してください。 
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ファクトリ機能とカスタマイズされた機能 

Data Aggregator は初期設定でただちに結果が得られるように設定されて

います。 インストール後に必要な手順は、ディスカバリ プロファイルを

作成して実行するだけです。 このプロファイルは Data Aggregator に、デ

バイスの場所とインベントリの作成方法を通知します。  

Data Aggregator はデフォルトの監視設定を使ってただちに作業を開始し

ます。Data Aggregator は、検出されたインフラストラクチャ内のデバイス

に関するデータの監視と収集を行います。 

 
 



ファクトリ機能とカスタマイズされた機能 
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以下に示すように、Data Aggregator は 3 つの段階でインフラストラクチャ

を監視します。 

1. インベントリ -- Data Aggregator はディスカバリ プロファイルを使用

して、デバイス インベントリを作成します。 デバイスはタイプに基づ

いて、デバイス コレクションに追加されます。 

2. 監視 -- Data Aggregator はデバイス コレクション内のデバイスごとに、

対応する監視プロファイルを使用して、メトリック データを収集しま

す。 また、Data Aggregator はイベント ルールを使用してデバイスの状

態を監視します。 

3. レポート -- インフラストラクチャに関するデータが CA Performance 

Center ダッシュボードおよびビューに表示されます。 
 

適切なレベルの詳細情報を提供すると同時に、最適なパフォーマンスを実

現するには、必要に応じて、デフォルト プロファイルを調節します。 
 

注： インストールの詳細については、「Data Aggregator インストール ガイ
ド」を参照してください。 データ ソースの登録の詳細については、「CA 

Performance Center 管理者ガイド」を参照してください。 監視設定の管理

に関する詳細は、「Data Aggregator 管理者ガイド>」を参照してください。 
 

インベントリの作成 

Data Aggregator を動作させるには、デバイス インベントリを作成する必要

があります。 Data Aggregator はディスカバリ プロファイルを使用して、

インベントリを作成します。 ディスカバリの実行後、Data Aggregator は適

切なデバイス コレクションにデバイスを追加します。 
 

注： Data Aggregator には標準で提供されるファクトリ ディスカバリ プロ

ファイルが用意されていないため、開始用のプロファイルを尐なくとも 1 

つ作成する必要があります。  
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インベントリの管理およびモニタに必要な情報はすべて、CA Performance 

Center で入手できます。 管理者として［管理］メニューでデータ ソース

を開くと、ディスカバリ プロファイル リストが表示されます。 

 
 

ディスカバリの実行後、監視対象デバイス リストにデバイスが表示され

ます。 

 
 

ディスカバリ プロファイルのカスタマイズ 

パフォーマンスを最適化するため、複数のプロファイルを作成して、さま

ざまなデバイス用のディスカバリ オプションをカスタマイズすることが

できます。 設定可能なオプションは以下のとおりです。 

■ IP アドレスまたはホスト名を使用する 1 つ以上のデバイスの検出  

■ スケジュール間隔 
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■ デバイス命名オプション 

■ ICMP ディスカバリ 
 

たとえば、以下のような状況に対するディスカバリ プロファイルを作成

できます。 

■ 東海岸の支社用に週単位のディスカバリをスケジュールする。 

注： 地域/テナントごとにディスカバリ プロファイルおよび IP ドメイ

ンを設定することを推奨します。SNMP プロファイルが各 IP ドメイン

を適切にサポートしていることを確認してください。 

■ 新規ホストをオンライン状態にした後、そのホストを手動で検出しま

す。  
 

■ テナントごとにディスカバリ プロファイルを作成します。 
 

■ 外部ファイルのアドレスまたはホスト名を使用するディスカバリ プ

ロファイルを作成します。 

■ 新規デバイスがオンライン状態になることが予定されている場合は、

IP アドレス範囲のディスカバリをスケジュールします。 
 

注： ディスカバリ プロファイルの詳細については、「Data Aggregator 管理

者ガイド」を参照してください。 SNMP プロファイルとテナントの詳細に

ついては、「CA Performance Center 管理者ガイド」を参照してください。 
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監視対象データの選択 

初期設定の Data Aggregator は、表示されているように、デフォルトの監視

プロファイルおよび認定を使用して、デバイスに関する基本データを収集

するように設定されています。 

注： 追加のデータを収集するには、監視設定をカスタマイズ (P. 17)します。 
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以下に示すように、Data Aggregator は以下のコンポーネント間の関係を使

用して、デバイスからデータを収集します。 

■ デバイス コレクション -- デバイス コレクションは類似するデバイス

のグループです。 これらのグループは、デバイス タイプ（ルータなど）

またはサービス レベル（高可用性/高頻度のポーリングなど）に基づ

いて分類できます。 

■ 監視プロファイル — 監視プロファイルはポーリング レートおよびメ

トリック ファミリのセットを定義します。 監視プロファイルをデバイ

ス コレクションに関連付けると、Data Aggregator はそのデバイス コレ

クション内の全デバイスをポーリングすることを認識します。 監視プ

ロファイルは 1 つ以上のデバイス コレクションに関連付けることが

できます。  
 

■ メトリック ファミリ — メトリック ファミリは 1 セットの関連するメ

トリックを定義し、各メトリックの値をレポートする方法を決定しま

す。 監視プロファイルは同じメトリック ファミリを再利用できます。 

■ ベンダー認定 — ベンダー認定は、ベンダー MIB 属性をメトリック 

ファミリのメトリックにマッピングすることで、サードパーティ ベン

ダー製のデバイスをサポートします。 これらの値をマッピングすると、

デバイス ベンダーにかかわらず、Data Aggregator はメトリック値を一

様にレポートすることができます。 
 

これらのプロファイルおよび認定を合わせて処理することで、CA 

Performance Center にどのメトリック データを送信するのかが決まります。 
 

重要：  監視プロセスの開始および停止で重要なのはデバイス コレクショ
ンです。 Data Aggregator で監視プロファイルを使用するには、尐なくとも 

1 つのデバイス コレクションに監視プロファイルを割り当てる必要があ

ります。 
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CA Performance Center を使用して、これらのデバイス コレクション、プロ

ファイルおよび認定の関係を管理できます。 管理者として［管理］メ

ニューでデータ ソースを開くと、［監視設定］が表示されます。 

 
 

監視設定のカスタマイズ 

適切なレベルの詳細情報を提供しつつ最適なパフォーマンスを実現する

には、以下の条件を満たすようにデフォルトの監視設定を調節します。 

■ 使用するメトリック データが利用可能であること 

■ 使用しないメトリック データを無視すること 
 

■ メトリック値が正しくフォーマットされていること 

■ ネットワーク パフォーマンスへの影響が最小であること 
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コレクションについては、常にカスタム デバイス コレクションを作成す

ることをお勧めします。 カスタム デバイス コレクションは、以下の点で

有用です。 

■ 不要なポーリング データを最小化します。 

■ 監視対象インフラストラクチャ上のネットワーク管理トラフィックお

よび負荷を減らし、監視のパフォーマンスを向上させます。 

■ 特定のデバイス コレクションに対して改良された監視プロファイル

を適用することで、監視設定をより詳細に制御します。 
 

監視プロファイルについては、監視プロファイルを新規作成するか、ファ

クトリ プロファイルをコピーして、以下の点を調整（カスタマイズ）し

ます 

■ ポーリング レート（例： ［Physical Server］プロファイルのポーリング 

レートを低下させる） 

■ メトリック ファミリ -- メトリック  ファミリを選択または削除して、

収集するメトリック値を調整します（例： 監視プロファイルからメト

リック ファミリを削除して、デバイス コレクションに対してポーリン

グされるメトリック値を減らします）。 
 

■ フィルタリング -- コンポーネント フィルタリングを設定して、監視す

るインターフェースを決定します。 Data Aggregator では、複合フィル

タリング ルールを使用できます。 
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■ デバイス コレクション -- 関連付けるデバイス コレクションを設定し

て、監視対象デバイスを決定します（例：カスタム デバイス コレクショ

ンをサポートするカスタム監視プロファイルを作成する）。 

注： Data Aggregator には、豊富な監視プロファイル セットが用意され

ています。 これらのプロファイルのほとんどは、インターフェース監

視プロファイルなど、どのデバイス コレクションとも関連付けられて

いません。 

ヒント： ファクトリ監視プロファイルをデバイス コレクションに関連

付けないでください。 代わりに、常にコピーをテンプレートとして使

用します -- 名前、ポーリング レート、メトリック ファミリ、および任

意のフィルタおよびイベント ルールを設定します。 次に、それをカス

タム デバイス コレクションに関連付けます。 ファクトリ監視プロ

ファイルは変更される場合があるので、このプロセスはユーザの監視

環境への影響を最小化するのに役立ちます。 

■ コンポーネントの変更検出 -- コンポーネントの設定データを自動的に

更新するかどうかを選択します。 また、変更の検出レートを設定しま

す（例： インターフェースなど、頻繁に変更されるコンポーネントの

変更の検出レートを増加させる）。 
  

メトリック ファミリでは、初期設定でサポートされていないメトリック

値を収集するメトリック ファミリを作成します。 たとえば、以下のよう

になります。 

■ プロセス メトリック ファミリ 

■ アプリケーション メトリック ファミリ 
 

ベンダー認定について、上級管理者は Data Aggregator がサード パーティ

がファクトリ認定を提供しないサードパーティ製のデバイス用に、ベン

ダー認定を作成できます。 開始用のベンダー MIB が必要です。 
 

注： メトリック ファミリおよびベンダー認定の詳細については、「Data 

Aggregator 自己認定ガイド」を参照してください。 デバイス コレクショ

ンおよび監視プロファイルの管理の詳細については、「Data Aggregator 管
理者ガイド」を参照してください。 
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イベント ルールを持つ監視メトリック 

イベントは、ネットワーク環境の健全性およびステータスの監視に役立つ

情報を提供します。 Data Aggregator のイベントは CA Performance Center で

表示するか、SNMP トラップとして他のアプリケーションに転送されるか、

他のエンジニアに電子メールで送信されます。 CA Spectrum が CA 

Performance Center と統合されている場合は、CA Spectrum にイベントを送

信して、障害管理およびインシデント管理を強化できます。 
 

Data Aggregator は、監視プロファイルに含まれているイベント ルールを評

価するとすぐに、イベントを生成します。 （メトリック ファミリからの）

メトリックを使用して、これらのルールは、監視対象の条件を定義します。 
 

イベント ルールを実装するには、監視プロファイルをカスタム デバイス 

コレクションに関連付けます。 
 

重要：  監視プロセスの開始および停止で重要なのはデバイス コレクショ
ンです。 Data Aggregator がイベント ルールを評価するのは、親監視プロ

ファイルが特定のデバイス コレクションに関連付けられている場合のみ

です。 関連付けされていない場合、イベント ルールは無視されます。 
 

Data Aggregator は直ちに、監視プロファイル内のイベント ルールを対象デ

バイス コレクションのデバイスに適用します。 これらのデバイスに対し

てポーリングされたメトリック値を使用して、必要に応じてイベント 

ルールによりイベントがトリガされます。 
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イベントは CA Performance Center ダッシュボードに表示されます。  

 
 

注： Data Aggregator で処理およびロギングされたイベントから、CA 

Spectrum の表示アラームを生成できます。 詳細については、CA Spectrum 

のドキュメントを参照してください。 
 

イベント ルールのカスタマイズ 

Data Aggregator がユーザにとって重要なイベントのみを生成するように、

イベント ルールをカスタマイズします。 複数のイベント ルールを作成す

ることができます。 たとえば、さまざまなデバイス コレクションのメモ

リ メトリックに対して、異なるしきい値を適用できます。 Data Aggregator 

によるイベント監視をカスタマイズするその他の方法は、以下のとおりで

す。 

■ 監視プロファイルに対してデバイス コレクションを割り当て、または

削除する。 
 

■ 監視プロファイルに対してイベント ルールを追加または削除する。 

■ しきい値、重大度レベルなど、ルールの値を調節する。 
 

注： イベント ルールの管理の詳細については、「Data Aggregator 管理者ガ
イド」を参照してください。 
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マルチテナントの管理 

Data Aggregator はサービス プロバイダまたは大企業に対して、マルチテナ

ンシー（複数のユーザ グループにまたがって同じツール展開の使用を共

有できる機能）をサポートします。 テナントは、サービス プロバイダが

管理する顧客（ユーザ グループ）を表します。 この機能を使用すること

により、複数のテナントを作成し、環境を個別に監視することができます。  
 

マルチテナントは管理対象サービス プロバイダに対して特に有用ですが、

大企業もこの機能を適用できます。 たとえば、複数の部門または支社を

個別に管理することが可能です。 
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テナントの相違はレベルごとに完結しています。あるテナントに割り当て

られたユーザは、他のテナントからのデータを見ることはできません。 IP 

アドレスの範囲が重複している場合でも、Data Aggregator はテナントごと

に一意の IP ドメインを使用して、この区別を保証します。 マルチテナン

トを展開する場合、Data Aggregator はデフォルト テナント管理者とテナン

ト管理者という 2 つの別個の管理者役割をサポートします。 
 

 
 

デフォルト テナント管理者は、以下の Data Aggregator コンポーネントの

作成および管理を行います。 

■ 監視プロファイル 
 

■ メトリック ファミリ 

■ ベンダー認定 
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テナント管理者は、以下のように、自分の環境にこれらのコンポーネント

を適用することに責任を負います。 

■ デバイス コレクションと監視プロファイルとの関連付け 

■ ディスカバリ プロファイルの作成および管理 
 

■ SNMP プロファイルの作成および管理 

■ Data Collector インストールの開始と停止 
 

デフォルト テナント管理者は、「管理」機能を使用して個別のテナント

環境を管理できます。 ［管理］メニューから［テナントの管理］ビュー

を開き、テナント環境を選択します。 

 
 

注： マルチテナントの導入の詳細については、「CA Performance Center 管
理対象サービス プロバイダ ガイド」を参照してください。 デフォルト テ

ナント管理者およびテナント管理者のタスクの詳細については、「Data 

Aggregator 管理者ガイド」を参照してください。 
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Data Aggregator を最適化するリソース 

基本的なセットアップを設定した後に、以下のガイドを確認して、Data 

Aggregator の使用方法を最適化する以下の追加タスクについて検討して

ください。 

「CA Performance Center 管理者ガイド」および「CA Performance Center オ

ペレータ ガイド」： 

■ ユーザ アカウントの作成および管理 

■ テナントの作成および管理 

■ 必要とするデータを強調表示するための CA Performance Center で

のカスタム ダッシュボード、レポートおよびビューの作成 
 

「Data Aggregator 管理者ガイド」： 

■ ポーリング キャッシュまたは大規模展開用のメモリ使用率の調節 

■ インターフェース フィルタの設定により不要なデータ収集を回避 
 

■ 監視が不要になったデバイスの削除 
 

■ デバイス再構成設定の調整により、Data Aggregator がインフラスト

ラクチャ内のコンポーネントの変更を管理する方法を判断 

■ ホスト サーバ上でメンテナンスを実行するための Data Aggregator、

Data Collector、または Data Repository の開始または停止 
 

「CA Performance Center Single Sign-On ユーザ ガイド」： 

■ 認証設定の設定により、CA Performance Center と Data Aggregator の

間のシングル サインオンを有効化 
 

「Data Aggregator REST Web サービスを使用した管理ガイド」： 

■ SNMP トラフィックおよびタイムアウトしきい値の設定により、機

密性の高いデバイスのパフォーマンスを改善 

■ REST Web サービスを使用して、データの取得、プロファイルとテ

ナントまたはデバイス コレクションの関係の管理など API を使用

した管理操作に対応 
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「Data Aggregator RIB API ガイド」： 

■ Data Aggregator データベースにアクセスする Web サービス イン

ターフェースを使用した、カスタム レポートの作成 
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用語集 
 

Data Collector 

Data Collector は、データ収集を調整し、レポートおよびイベント分析に使

用されるデータをアクティブにポーリングします。 オペレーショナル メ

トリックと設定データは、検出されたデバイスおよびその監視対象コン

ポーネント上でポーリングされます。 収集されたデータは Data Aggregator 

を通して渡され、Data Repository に格納されます。 

SNMP プロファイル 

SNMP プロファイルは、SNMP を使用するデバイス MIB の安全なクエリを

有効にするために必要な情報が含まれる定義です。 

アイテム 

アイテムは、Data Aggregator が監視するデバイス、コンポーネント、また

はインターフェースです。 
 

監視プロファイル 

監視プロファイルはデバイスのコレクションに関連付けられ、ポーリング

するための情報およびポーリング レートを指定します。 これらのパラ

メータはデバイス コレクション内の各デバイスに適用されます。 ルータ、

スイッチおよびサーバなどのデバイスのタイプに基づいて取り揃えたデ

フォルトの監視プロファイルが用意されています。  

監視プロファイルには、関連デバイス コレクション内の各デバイス アイ

テムに適用されるイベント ルールも含まれています。 ルール評価は、デ

バイス コレクション内の各デバイス アイテム、およびイベント ルールに

指定した各メトリックに対して行われます。 これらのルール評価によっ

て、発生イベントまたはクリア イベントが生成されます。 その後、これ

らのイベントは、CA Performance Center、CA Spectrum、および CA 

Performance Center Notifier のイベント マネージャに送信され、さらに処理

されます。 
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ダッシュボード 

ダッシュボードは、CA Performance Center ユーザ インターフェース内で動

的にレポートを作成するページです。 これらは、［ダッシュボード］タ

ブからアクセス可能なメニュー アイテムとして表示されます。 各ダッ

シュボードは、単一の Web ページ上の登録済みのデータ ソースからの

データを表示するビューのコレクションです。 各ダッシュボードのレイ

アウト、ビュー、時間間隔、およびグループ コンテキストは、カスタマ

イズできます。 

ディスカバリ プロファイル 

ディスカバリ プロファイルでは、インベントリ ディスカバリがどのよう

に動作するか、また、デバイスの特定に使用される IP アドレス、IP アドレ

ス範囲、およびホスト名などを指定します。 

データ ソース 

データ ソースは、パフォーマンス データおよび設定データを CA 

Performance Center に提供するサポート対象製品です。 データを監視、収

集、集計するデータ ソース製品は、多くの場合独立して機能します。 た

だし、CA Performance Center のインスタンスに登録されると、データ ソー

スとして認識されます。  

デバイス コレクション 

デバイス コレクションは、サーバやルータなどの監視対象デバイスの論

理グループです。  

ビュー 

ビュー、またはデータ ビューは通常、グラフまたは表形式で統計データ

を示します。 各ビューは、収集されたデータの個別のセットを表します。 

ユーザ アカウントの役割の権限に応じて、ダッシュボード ページに個別

のビューを追加および編集、または削除できます。 場合によっては、デー

タを CSV 形式のファイルにエクスポートできます。 

ファクトリ 

Data Aggregator の「ファクトリ」という語は、CA Technologies が提供する

アイテムを表し、多くの場合は製品にインストールされています。 たと

えば、Data Aggregator はファクトリ ベンダー認定、監視プロファイルなど

を提供します。 すぐに使用できるこれらのアイテムによって、Data 

Aggregator はインストールしてすぐに操作することができます。 これらは、

同じアイテムのカスタム バージョンの作成またはインポートの例として

も使用できます。 ほとんどの場合、Data Aggregator ユーザはこれらのファ

クトリ アイテムを編集できません。 
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ベンダー認定 

ベンダー認定は、ベンダー MIB の属性を、メトリック ファミリで指定さ

れたメトリックへマップします。 またベンダー認定は、アイテムから収

集されたメトリックが CA Performance Center UI およびレポートでの使用

に対してどのようにフォーマットされるかを決定します。 アイテムに対

して提供されるメトリックは、アイテムのベンダーによって変わる場合が

あります。 これらの値をマッピングすると、ベンダーに関係なく、メト

リック値を一様にレポートすることができます。 別のベンダー認定を同

じメトリック ファミリに関連付けることができます。 複数のベンダー認

定を 1 つのメトリック ファミリに適用する場合、Data Aggregator は、ラン

ク付けされたベンダー認定のリストを使用してメトリック値をマッピン

グします。 そのため Data Aggregator は、ポーリングされたアイテムと一

致する、最も高い優先度のベンダー認定を使用してメトリック値を計算し

ます。 

メトリック ファミリ 

メトリック ファミリは、指定されたテクノロジーに対して収集しレポー

トする値のセットを定義します。 レポートがデータ ソースにかかわらず

均一になるように、これらの値は正規化されます。 監視プロファイル内

に含まれているとき、メトリック ファミリはその監視プロファイルと関

連付けられるデバイスに対してどの値を収集する必要があるか決定しま

す。 

レポート 

レポートは、オン デマンドで選択した内容またはエクスポートされた

ダッシュボード ページからの静的な出力です。 ダッシュボードからエク

スポートしたレポートは、関連するダッシュボードにデータおよび情報か

ら静的なデータ セットを作成します。 オン デマンドのレポートは、イン

ベントリ内の単一の管理対象アイテムまたはそのグループからのデータ 

セットをキャプチャします。 レポートは、印刷、電子メールでの送信、

PDF や CSV 形式でのエクスポートなどが可能です。 各形式に対して、選択

したデータ セットがキャプチャされます。 
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